




















【方法】装置はシーメンス社 Artis Zee Biplane を用いた．造影剤を水希
釈し封入したものと解像力チャートを IVR 基準点に設置し，その検出
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を行った phase1 事業にて極小さいエリア（1 病院）ではある一定














中です。5 年契約のうちの 3 年目に入っておりますが、到達点、問
題点含め phase ２として報告させて頂きます。
O4-14
統合実習を指導する上での問題点と指導者としての解
決策の検討
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【はじめに】　当院では２校の統合実習を受け入れ３年が経過した。昨
年度、実習を担当した病棟部署毎に目標の到達度や指導内容などに関
する振り返りアンケートを実施した。実習生の終了後の反応は評価が
高かったが指導者側の部署では課題が多くあった。その結果を再度指
導者に提示し、実習上の問題点と自分達で出来る解決策を検討し、４
年次最後の統合実習をより良いものとするために、指導者の関わりの
あり方を考察した。
【研究方法】　統合実習を受け入れたことのある各病棟係長・臨床指導
者を対象にアンケート調査を行い、結果を分析する。
【結果】係長・臨床指導者３０名を対象とし２９名から協力が得られ
た。（回収率 96.7％）アンケート結果の中で「実習上の問題点がある」
としたのは、1) チームリーダー実習について（48.3％）2) 複数患者の
受け持ちについて（44.8％）3) 夜勤実習について（44.8％）4) 地域連
携・退院支援調整について（27.6％）5) 実習病棟以外の見学（27.6％）
6) 看護管理実習について（10.3％）7) 認定看護師と関わること（6.9％）
であった。その中で 1) に対する問題点は「紙面での説明で看護実践
が少なく理解が難しい」「実習前にリーダーの役割について捉えてい
るのか」で、解決策は「学生に具体的な目標を確認する」「事前にレポー
ト提出しアドバイスする」であった。
【考察】統合実習の目的を実習生も指導者も理解し臨む必要がある。
その上で、実習生一人一人の目標を確認しそれぞれに合わせた実習内
容を組み立てていく。それには、事前のレポート提出やオリエンテー
ションを活用し、事後のカンファレンスで振り返りを行うなど日々の
指導者の地道な関わりが学びにつながると考える。又、各病棟それぞ
れの指導内容を、臨床指導者会議を通じて話し合いまとめていくこと
が必要である。
